
○あきる野市観光施設の設置及び管理に関する条例 

 

平成７年９月１日 条例第１１２号 

 

（設置） 

第１条 観光事業の振興及び観光資源の保全を図り、もって地域住民等との交流の拠点とす

るため、あきる野市観光施設（以下「観光施設」という。）を設置する。 

 

（名称及び位置） 

第２条 観光施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

秋川橋河川公園 あきる野市留原７５０番地の１先から８７

２番地の３先までの河川右岸 

第１水辺公園リバーサイドパーク一の谷 あきる野市引田７７６番地 

第４水辺公園秋川ふれあいランド あきる野市小川１３４３番地１０１ 

 

（業務） 

第３条 観光施設は、次に掲げる業務を行う。 

（１） 観光レクリエーションの振興に関すること。 

（２） 前号に掲げるもののほか、設置の目的を達成するため市長が必要と認める業務に

関すること。 

 

（休業日） 

第４条 観光施設の休業日は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めるときは、

これを変更し、又は臨時に休業日を定めることができる。 

観光施設名 休業日 

秋川橋河川公園 １ ７月の第３月曜日から８月３１日までを除く火

曜日（この日が国民の祝日に関する法律（昭和２３

年法律第１７８号。以下「法」という。）に規定す

る休日に当たるときを除く。） 

２ １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

第１水辺公園リバーサイドパーク

一の谷 

１ ７月の第３月曜日から８月３１日までを除く水曜日

（この日が法に規定する休日に当たるときを除く。） 

２ １２月２９日から翌年の１月３日までの日 第４水辺公園秋川ふれあいランド 

 

（開業時間） 

第５条 観光施設の開業時間は、午前８時３０分から午後５時までの範囲内で市長が定める。

ただし、市長が特に必要と認めるときは、これを変更することができる。 

 

（利用の制限） 

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、施設の利用を制限し、若しくは禁

止し、又は退去を命ずることができる。 

（１） 公益を害し、又は秩序を乱すおそれがあると認めるとき。 

（２） 営利活動、宗教活動又は政治活動を目的として利用しようとするとき。 



（３） 管理上支障があると認めるとき。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、不適当と認めるとき。 

 

（観光施設の管理） 

第７条 観光施設の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項

の規定により、指定管理者に行わせるものとする。 

 

（指定管理者が行う業務） 

第８条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 第３条各号に規定する業務に関すること。 

（２） 観光施設の維持管理に関すること。 

 

（指定管理者の指定の手続等） 

第９条 指定管理者の指定の手続等については、あきる野市公の施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例（平成１７年あきる野市条例第２号）の定めるところによる。 

２ 第７条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、第4条ただし書及び第

５条ただし書中「市長が特に必要と認めるとき」とあるのは「指定管理者が市長の承認を

得たとき」と、第６条中「市長」とあるのは「指定管理者」とする。 

 

（原状回復の義務） 

第１０条 利用者は、観光施設の利用を終了したときは、直ちに観光施設を原状に回復しな

ければならない。 

 

（損害賠償の義務） 

第１１条 利用者は、観光施設に損害を与えたときは、市長が相当と認める額を賠償しなけ

ればならない。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、その額を減額し、

又は免除することができる。 

 

附 則 

（施行期日） 

1 この条例は、平成７年９月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例施行の日の前日までに、合併前の五日市町観光施設の設置及び管理運営に関す

る条例（平成３年五日市町条例第１１号）の規定に基づきなされた処分、手続その他の行

為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

 

附 則（平成８年条例第８号） 

この条例は、平成８年４月１日から施行する。 

 

附 則（平成１２年条例第７０号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

附 則（平成１７年条例第１８号） 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、本則に５条を加える改正規定（第

９条第１項に係る部分に限る。）は、公布の日から施行する。 


